
n 面

り
、
神
戸
で
は
和
菓
子
の
老
舗
〃
二

つ
茶
屋
〃
で
洋
菓
子
を
勉
強
し
た
。

ケ
ー
キ
を
つ
く
り
な
が
ら
小
豆
を
見

て
い
た
経
験
が
、
今
ブ
ー
ケ
で
も
〃
抹

茶
の
ム
ー
ス
〃
等
、
和
の
心
を
と
り

入
れ
た
洋
菓
子
づ
く
り
に
生
か
さ
れ

て
い
る
。
十
六
年
前
、
中
山
手
に
九

坪
の
店
舗
を
初
め
て
出
し
た
時
は
賀

永
子
夫
人
と
二
人
だ
け
の
出
発
だ
っ

た
が
、
元
町
店
、
諏
訪
山
店
、
三
宮

店
と
店
舗
が
増
え
、
従
業
員
も
七
十

五
名
に
な
っ
た
。
上
野
社
長
の
モ
ッ

ト
ー
は
材
料
を
よ
く
吟
味
し
、
最
後

声声
、

ア１

「
一

Ｆ
」

味
に
ウ
ル
サ
イ
神
戸
で
も
美
味
し

い
と
定
評
の
あ
る
ブ
ー
ケ
が
五
店
舗

め
を
、
生
田
神
社
前
に
オ
ー
プ
ン
し

ギ
ャ
ル
や
ミ
セ
ス
達
女
性
フ
ァ
ン
で

連
日
賑
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は

ユ
ー
ハ
イ
ム
の
本
店
が
あ
っ
た
所
で

重
厚
な
木
造
り
が
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン

に
は
懐
し
い
。
が
、
新
装
な
っ
た
ブ

ー
ケ
も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
は
そ
の

ま
ま
に
新
し
い
感
覚
を
取
り
入
れ
て

活
気
づ
い
て
い
る
。

オ
ー
ナ
ー
の
上
野
庄
一
郎
氏
は
十

五
歳
か
ら
ケ
ー
キ
づ
く
り
の
道
へ
入

●
話
題
の
店
・
話
題
の
人

凸

〆

ワゲ

’
二
Ｉ
Ｉ

の
仕
上
げ
ま
で
見
届
け
る
こ
と
・
「
よ

く
支
店
が
増
え
る
と
味
が
落
ち
る
な

ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
あ
れ
は
お
か

し
い
で
す
ね
。
店
が
増
え
る
程
美
味

し
く
な
ら
な
い
と
ｌ
Ｌ
と
上
野
社
長
。

確
か
に
ブ
ー
ケ
の
場
合
、
支
店
を

出
す
、
と
い
う
よ
り
は
新
し
い
店
を

創
る
、
と
い
う
感
覚
で
店
ご
と
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
を
つ
く
り
、
特
色

を
う
ち
だ
し
て
い
る
。

神
戸
洋
菓
子
倶
楽
部
の
一
階
は
ま

る
で
お
菓
子
の
ブ
テ
ィ
ク
だ
。

可
話
題
の
店
・
話
題
の
人
一

人気メニューのひとつ。抹茶
のムース" 清流" は立坑焼の器
に入り、和の心が生きづいて
いる。この店のオリジナル。

〆
《

< 上> 生ケーキからクッキー、ジャムなどいろんなお菓子でいっぱいのショウケース。
どれも材料を吟味したオリジナルだ。〈下右> 美味しいお菓子作りに意欲的な上野社長。
( 下左> 落ち着いた雰囲気の２階のティールーム。

で
き
た
て
の
生
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ

ー
類
、
日
持
ち
が
す
る
ケ
ー
キ
類
、

手
づ
く
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
乳
を
使
っ
た
栄
養
た
っ
ぷ
り

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
、
ジ
ャ
ム
類

と
種
類
が
豊
富
。
そ
れ
に
加
え
て
こ

の
夏
の
目
玉
は
〃
ク
ラ
ル
テ
〃
と
名

付
け
ら
れ
た
七
種
類
の
ゼ
リ
ー
。
金

柑
、
杏
、
ビ
ワ
、
白
桃
、
甘
夏
、
栗

な
ど
日
本
で
産
出
す
る
果
物
を
使
っ

た
ゼ
リ
ー
は
口
の
中
で
と
ろ
け
そ
う

な
舌
ざ
わ
り
が
特
徴
だ
。
お
客
さ
ま

の
お
も
て
な
し
や
、
夏
の
贈
答
に
人

気
が
上
昇
中
。
神
戸
で
育
っ
た
ブ
ー

ケ
は
頑
固
に
味
で
勝
負
す
る
。

回
神
戸
洋
菓
子
倶
楽
部
ブ
ー
ケ
／
生
田
神
社
前
い

く
た
口
ｌ
ド
西
側

ａ
３
９
２
１
０
１
０
３
８
抽
犯
肌
〜
１
缶
、
川

シ
ュ
ラ
イ
ン
ロ
ー
ド
の
神
戸
洋
菓
子
倶
楽
部
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ノ

新鮮な季節の風味をそのままに ｡ デザイナーやコーデ
ィネイターー、スタイリストたちが商品企画に参加したリ
ュバンドールには、今までにない概念の、まさにヌ・・ベ
ル・パティスリとも呼べるデザート菓子のブランドですｂ

ＩＲＵＢＡＮＤ○I 《
ノーバンドール

ケーキパー/ 中央区加納町４－７－７壷3 9 2 - 3 3 3 2
ミブテイツク/中央区北長狭通1-20-1垂392-3331

栗と小倉、カラント、オレンジ、ブル･ - くり．．、アプ
リコット、、マスカット、それぞれのもつ鮮やかな色彩と
しぽﾚ ﾉ たての果汁の爽やかな風味のフルーツゼリーですも

ギフトセツト／５個入￥１，０００７個人￥1 , 5 0 0
９個入￥2 , 0 0 0 1 2 個入￥2 , 5 0 0 1 4 個入￥3 . 0 0 0

KobRDGllG
神戸ベル

ＳＡＴＭＩＮＩＣＯＮＣＥＲＴ
アンテノールでは５，６、７月の３カ月間、第１回サダ

勇品ﾐ 調律設闘〈察鰯墜駕篭健単・
午後のティータイムのひとときをお楽しみ下さい。

チレヶ点

し
盆24 2 - 3 7 9 7

一→

騨
一

',婚| ■

Ⅱ霊

罰一一

国
一
一
一

一
匡
一

画

一

巴
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KOBEEXCR7,7ＪＷＴＳＨＯＰ、
☆伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町通4 丁目2 - 2 2 缶3 4 1 - 0 6 9 3

☆舶来品ブティック

ヱコターニュートン
神戸市中央区北長挟通3 丁H 1 2 - M 云3 3 1 - 1 8 1 8

☆本格派の人々に愛される

' ヨ動斎流
神戸市中央区三富町３１~ 目1 - 9 盆3 3 1 - 5 1 9 0

☆よろず御槻衣継上魔

神戸シャツ
神戸市中央区二宮町3 ＴＨｌ－６壷3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

Samhｅ
神戸市中央区元町通2 丁同5 - 7 壷3 3 1 - 4 7 0 7

☆世界のチョコレート

合 一奮舘
神戸市中央区元町本通ｌＴＩ~ 1 8 - 5 盃3 9 1 - 3 1 3 8
☆欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店
神戸市中央区三宮町3 丁目1 - 4 か3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

☆世界のオシャレをお届けする

&::Z家
神戸市中央区元町通1 丁目4 - 1 3 念3 3 1 - 3 1 1 2

☆婦人帽子
､翁<、６Aうぐ､､､武、
マ鐸シン

神戸市中央区北長挟通2 丁目６－１３壷3 3 1 - 6 7 1 ］

※このシリーズは上記９社の専門店
の提供によるものです。 ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



~

|ⅢNⅢⅢ
I
■
一
＝
一

＆
』

蝋

ド

聯

鵬蝋“
一
’
１
１

国
古
二
一
一
理

H１

庁
舎
声

■
■

一

鵬
トハノ

、

ｰ

F七画ロ

マトハュ

､

蕊

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



l｣、

一１

ブラウス/ ￥１８，０００スカート/ ￥2 １，０００（共にミス・クロエ）

【》ぞ

脇
曇‘鱈

ノ、

ｌｌ
ｌ
ｊ
Ｌ
ｊ
ｊ
ｌ

洋服を選ぶ時は、センスのいいお母様といつも一緒とい
う田中道子さん( 右) 。シンプルて欝それでいて、どこか一
部分工夫されているデザインを好むということ。《まさ加
古川店》高田主任のコーディネイトした、上品なやさし
い色使いの服なら、どこへ行っても‘‘女らしさ' ’を認め
てくれるとか。

お客様一田中道子さん
レストランーグ､ 一二一北野

さんちか店( 0 7 8 ) 3 2 1 - 4 5 4 5
宝塚ファミリーストア一店( 0 7 9 7 ) 7 3 - 5 3 5 9
千里阪急地下街店〈0 6 ）8 3 1 - 0 7 5 6
須鮮パテイオ店( 0 7 8 ) 7 9 2 - 5 6 5 2
加古川店( 0 7 9 4 ) 2 5 - 5 5 1 4
Ｅ／Ｈ／ＴＩＱＵＥ（0 7 8 ) 3 3 1 - 0 9 5 0
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サロ ．コレクション
＝ｐＬＬｐＮＩＶ１狸ｈＦＲＥｃｎｐＵ唐匡~ ｒｌｐＮ

・デザイン小林万里子・写真田村太平
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白賓堂

型

詞

今秋､ラポルテ芦屋店O P E N′(国鉄芦屋駅前）

ブ
ロ
ー
チ
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
サ
ズ
コ
の
レ
リ
ー
フ
は
、

Ⅳ
世
紀
の
こ
ろ
、
ョ
－
ロ
呉
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
や

刻
ま
れ
て
い
る
の
は
婦
人
と
薦
。

ロ
ー
マ
で
は
、
蔭
は
悪
魔
を
お
い
は
ら
う
烏
と
さ
れ
て
い
ま
玄

そ
の
時
代
、
魔
よ
け
と
し
て
、
ご
婦
人
の
胸
に
飾
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｌ

ｒ」R b

『lil
'融､”
Ｋ菖戸－

１蕊

▲

僻
一
馬

H A K U H鰯D、

アンテシr一クブローチ｢婦人と鷹｣￥1 , 2 0 0 , 0 0 0〒6 5 7 神戸市灘区篠原中町１丁目2 嗣号
念078(881)600Ｏ阪急パ１１１駅iIIi300m/卵|i場‘制附

米国宝石学会鑑定鑑別士( G ､ 1 , A ･ G , G ､ ) 大野台伏
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ｇ
Ｋ

ｅ
ａ

山口さとこ
府大月が
立阪末４

１
１１７
１

愛
す
る
尾
上
京
大
名
誉
教
授

京
都
大
学
教
授
の
尾
上
久
雄

さ
ん
（
須
磨
区
在
住
）
が
、
こ
の

三
月
で
同
大
学
を
退
官
し
た
。

灘
》
識

八
年
に
わ
た
っ
て
務
め
た
。

「
職
場
は
京
都
で
す
が
、
神

戸
に
住
ん
で
も
う
三
十
数
年
に

な
り
ま
す
」
と
い
う
ほ
ど
の
神

戸
フ
ァ
ン
。
「
海
に
面
し
た
日

当
た
り
の
い
い
斜
面
が
気
に
入

っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
言
う
だ

け
あ
っ
て
、
自
宅
は
南
に
面
し

た
庭
か
ら
す
ぐ
前
に
、
須
磨
の

沖
合
い
が
望
め
る
高
台
に
あ

四
月
一
日
付
で
京
大
名
誉
教

授
と
な
り
、
京
都
で
開
か
れ
た

退
官
記
念
パ
ー
テ
ィ
に
は
一
二

○
名
が
集
っ
た
。
「
同
僚
教
官
か

ら
新
谷
霧
紀
さ
ん
の
作
品
〃
リ

ン
ゴ
の
上
の
女
″
を
贈
っ
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
」
と
、
こ
の
神

戸
在
住
の
彫
刻
家
の
作
品
も
お

気
に
入
り
の
様
子
だ
。

咋
酔

館
長
時
代
、
九
年
間
を
通
し
て

神
戸
の
文
化
づ
く
り
に
携
わ
っ

て
き
た
北
嶋
敏
男
さ
ん
が
、
４

月
よ
り
神
戸
市
民
文
化
振
興
財

壬
蕊
》
糟

ル
を
拠
点
と
し
た
文
化
づ
く
り

か
ら
、
市
内
六
区
の
区
民
セ
ン

わ
っ
た
が
、
劇
場
と
い
う
枠
に

手
は
じ
め
は
神
戸
ま
つ
り
。

風
船
を
使
っ
た
ス
カ
イ
ア
ー
ト

で
、
水
中
花
な
ら
ぬ
〃
空
中
花

ｉ
ｎ
神
戸
″
の
世
界
を
作
り
出

☆
神
戸
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
新
会
長

神
戸
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
の
３
代

目
会
長
に
、
神
戸
家
庭
裁
判
所

灘
熱

定
。
５
月
狐
日
の
総
会
で
新
旧

交
代
、
任
期
は
２
年
間
で
あ
る
。

心
で
あ
っ
た
両
親
の
感
化
を
受

け
た
こ
と
、
こ
れ
は
大
き
な
遣

現
代
美
術
セ
ン
タ
ー
５
Ｆ
で
催

さ
れ
た
。

た
き
火
の
灰
と
い
ろ
り
の
灰

を
そ
れ
ぞ
れ
３
ｍ
×
ｍ
ｍ
に
敷

き
詰
め
た
作
品
が
４
点
。
石
こ

ろ
や
鉄
板
で
、
変
化
を
つ
け
て

い
る
。「

立
体
の
場
合
、
作
品
の
大

き
さ
で
勝
負
す
る
み
た
い
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
疑
問
で
し
た
。

た
き
火
の
灰
を
ふ
る
い
に
か
け

る
と
、
と
て
も
椅
麗
で
し
ょ
う
。

灰
の
中
に
は
空
間
が
あ
っ
て
、

全
て
を
吸
い
と
っ
て
く
れ
る
か

ら
好
き
で
す
」
と
語
る
が
灰
を

作
る
に
は
た
く
さ
ん
の
物
を
燃

や
す
の
で
そ
の
作
業
も
大
変
だ

小
さ
な
立
体
な
が
ら
大
き
な

空
間
を
包
み
込
む
灰
に
魅
せ
ら

れ
た
山
口
さ
ん
の
瞳
が
輝
く
。

は
」
と
小
室
助
教
授
。

六
甲
山
、
山
頂
に
あ
る
別
荘

で
の
執
筆
、
研
究
活
動
。
現
代

社
会
に
起
き
る
様
々
な
現
象
に

関
心
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
語
る
。
神
戸
生
ま
れ

の
神
戸
育
ち
。
長
田
区
在
住
。

☆
〃
灰
″
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
品
制
作

木
か
ら
石
、
そ
し
て
こ
の
３

年
ほ
ど
は
灰
を
テ
ー
マ
に
制
作

活
動
を
続
け
る
、
西
宮
在
住
の

作
家
山
口
さ
と
こ
さ
ん
の
個
展

「
神
戸
ゾ
ン
タ
と
し
て
神
戸

カ
ラ
ー
を
持
た
せ
な
が
ら
、
国

際
的
な
活
動
だ
け
で
な
く
、
目

に
ふ
れ
な
い
部
分
、
例
え
ば
知

恵
お
く
れ
の
子
供
の
学
園
な
ど

に
も
目
を
向
け
、
陰
の
奉
仕
を

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

国
際
理
解
と
社
会
奉
仕
、
婦

人
の
地
位
向
上
を
目
的
と
す
る

ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
世
界
大
会

が
開
催
さ
れ
、
神
戸
か
ら
４
名

派
遣
事
業
法
″
に

こ
の
ほ
ど
、
大
阪
府
立
大
学

の
小
室
豊
充
福
祉
学
部
助
教
授

繍
鍵

著
書
「
使
用
者
概
念
と
労
働
者

派
遣
」
を
上
梓
Ｑ
著
者
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
の
研
究

が
、
七
月
一
日
か
ら
労
働
者
派

遣
事
業
法
と
し
て
成
立
の
運
び

マ
ン
パ
ワ
ー
ジ
ャ
パ
ン
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
人
材
派
遣
業
だ

が
、
「
労
働
災
害
、
事
故
が
起
き

た
時
の
保
障
を
は
っ
き
り
と
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
と
り
わ
け

主
婦
の
間
で
近
年
増
加
し
て
い

る
多
様
な
労
働
ニ
ー
ズ
に
答
え

る
た
め
に
も
、
こ
の
新
し
い
法

律
が
生
ま
れ
た
と
い
え
る
の
で
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ぐりぐりおめめが愛らしいアシカのマサル君。
早くお母さんのところへ帰りたいﾖ 。

１
１１９
１

ン
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
知
ら
ん
顔
な
の
だ
。
〃
や
っ
ぱ
り

ア
シ
カ
の
子
が
自
立
し
た
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い
〃
私
は

一
瞬
の
た
め
ら
い
も
で
き
な
い
。
素
早
く
骨
と
皮
に
痩
せ

衰
え
た
ア
シ
カ
の
子
を
小
脇
き
に
か
か
え
四
米
の
ハ
シ
ゴ

を
よ
じ
の
ぼ
っ
た
。

冷
た
い
体
を
く
ね
ら
せ
て
私
の
腕
か
ら
逃
が
れ
よ
う
と

す
る
が
、
弱
々
し
く
息
た
え
だ
え
の
状
況
だ
っ
た
。
何
と

か
病
院
の
隔
離
室
に
運
び
込
ん
だ
が
果
し
て
助
か
る
だ
ろ

う
か
。

【
生
後
十
カ
月
。
離
乳
で
き
な
い
独
り
っ
子
ア
シ
カ
】

毎
年
、
き
ま
っ
て
六
月
初
旬
に
ア
シ
カ
の
出
産
が
あ

る
。
妊
娠
期
間
八
カ
月
。
出
産
後
五
カ
月
頃
に
発
情
が
現

れ
水
中
で
交
尾
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
毎
年
六
月
の
出
産

と
な
る
。
つ
ま
り
一
年
の
サ
イ
ク
ル
、
季
節
繁
殖
な
の
で

あ
る
。生

後
一
週
間
は
泳
げ
な
い
ア
シ
カ
の
子
は
、
陸
地
で
乳

を
飲
み
、
手
足
（
ヒ
レ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
ヒ
レ

ア
シ
目
と
い
う
）
が
し
っ
か
り
す
る
と
、
徐
々
に
泳
ぎ
だ

す
が
、
母
乳
は
チ
ー
ズ
状
の
濃
さ
で
、
腹
部
に
四
つ
あ
る

乳
頭
は
小
指
ほ
ど
で
よ
く
見
な
い
と
分
ら
な
い
。
ア
シ
カ

の
子
は
、
お
ち
ょ
ぼ
口
で
飲
ん
で
い
る
。
固
形
食
に
近
い

程
濃
縮
さ
れ
た
ミ
ル
ク
は
幼
令
期
の
ア
シ
カ
を
ぐ
ん
ぐ
ん

成
育
さ
せ
生
後
五
カ
月
頃
に
は
母
親
は
次
の
子
を
懐
妊
す

る
時
期
を
迎
え
る
。
本
当
は
こ
の
頃
か
ら
、
獲
物
で
あ
る

魚
に
興
味
を
覚
え
て
い
く
。
だ
が
、
興
味
だ
け
で
遊
び
に

と
ど
ま
っ
て
、
食
べ
る
ま
で
に
至
ら
な
い
こ
と
が
動
物
園

で
は
非
常
に
多
い
。
そ
れ
が
、
マ
サ
ル
と
名
づ
け
た
生
後

十
カ
月
の
子
を
餓
死
寸
前
に
ま
で
弱
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。

少
量
の
哨
乳
で
も
濃
い
乳
は
空
腹
に
さ
せ
な
い
こ
と
も
一

因
だ
。
も
し
、
野
生
な
ら
大
集
団
の
繁
殖
地
で
同
じ
誕
生

日
の
子
供
た
ち
ば
か
り
が
競
い
あ
っ
て
育
つ
の
だ
。
虚
弱

「
も
う
あ
か
ん
、
限
界
や
」

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が

「
こ
っ
ち
が
先
や
／
」

と
鉄
戸
を
ゆ
す
り
大
声
で
が
な
り
た
て
る
の
を
尻
目
に

私
は
、
ア
シ
カ
池
に
と
び
降
り
た
。

午
前
六
時
二
十
分
、
朝
食
を
積
ん
だ
シ
マ
ウ
マ
模
様
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
類
人
猿
舎
へ
向
っ
た
が
、
先
日
来
ア
シ
カ

の
子
が
不
調
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
足
先
に
ア
シ
カ
池

を
の
ぞ
い
た
私
は
、
は
っ
と
し
た
。
呼
べ
ど
、
ぐ
っ
た

り
。
背
骨
の
で
た
体
を
横
た
え
、
も
は
や
、
逃
げ
る
こ
と

も
で
き
な
い
弱
り
よ
う
だ
。
巨
体
の
親
た
ち
も
ま
た
、
陸

に
残
し
た
子
を
か
ば
い
も
せ
ず
、
ゆ
う
ゆ
う
と
群
で
遊
泳

の
ま
ま
、
私
を
襲
っ
て
も
こ
な
い
。

エ
ー
イ
。
素
手
で
そ
の
弱
っ
た
ア
シ
カ
の
子
を
捕
ま
え

に
い
っ
た
が
、
親
達
は
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
追
っ
て
き
た
だ

け
、
棒
ず
り
（
掃
除
用
具
）
で
応
戦
す
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
五
百
キ
ロ
の
巨
漢
の
オ
ス
に
は
よ
く
咳
ま
れ
て
お

り
、
応
戦
用
の
棒
ず
り
を
離
す
な
／
と
い
う
ア
シ
カ
の
ド
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の
子
は
自
然
陶
汰
と
い
う
厳
し
い
試
練
か
ら
生
き
残
れ
な

い
。新

し
い
誕
生
を
二
カ
月
後
に
し
た
母
ア
シ
カ
は
突
然
、

マ
サ
ル
の
噛
乳
を
拒
否
し
は
じ
め
た
。
空
腹
の
マ
サ
ル
は

上
陸
し
た
母
に
つ
き
ま
と
い
、
一
瞬
の
捕
乳
を
続
け
て
い

た
こ
と
が
、
さ
ら
に
離
乳
を
遅
ら
せ
た
。
私
た
ち
は
「
哨

乳
が
見
ら
れ
る
」
と
、
つ
い
深
刻
な
経
過
で
あ
る
こ
と
を

見
逃
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

【
保
温
。
カ
テ
ー
テ
ル
浦
乳
。
そ
し
て
差
餌
】

そ
の
日
、
三
月
二
十
六
日
。
意
を
決
し
て
親
か
ら
離
し

た
マ
サ
ル
は
、
麻
袋
に
く
る
ん
で
も
、
じ
っ
と
し
た
ま
ま

抜
け
だ
そ
う
に
も
、
腰
が
ふ
ら
つ
き
動
け
な
い
。
保
温
で

体
が
乾
い
た
の
で
ゴ
ム
の
カ
テ
ー
テ
ル
で
人
工
ミ
ル
ク
を口移しでアジの餌づけをする飼育員。

流
し
こ
ん
で
や
っ
た
。
一
両
日
は
、
こ
の
ま
ま
だ
め
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
深
夜
の
十
二
時
ま
で
付
添
わ
ず
に
は
お

れ
な
か
っ
た
。

第
三
病
日
。
つ
ま
り
隔
離
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
投
入
哨
乳

三
日
め
の
朝
で
あ
る
。
マ
サ
ル
が
鳴
き
声
を
出
し
だ
し
た

の
だ
。
同
時
に
、
「
人
エ
ミ
地
ク
の
糞
し
て
る
」

村
田
獣
医
と
三
角
飼
育
員
の
声
が
ど
れ
程
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
か
。

「
や
っ
ぱ
り
、
餌
は
何
も
食
べ
て
な
か
っ
た
ん
や
」

カ
テ
ー
テ
ル
投
入
哨
乳
の
一
回
量
を
増
や
し
、
三
回
か

ら
一
日
一
回
に
減
ら
せ
た
。
何
し
ろ
口
を
開
け
ゴ
ム
管
を

通
し
て
の
哨
乳
で
、
マ
サ
ル
は
回
復
す
る
に
従
っ
て
苦
し

く
暴
れ
る
。
一
日
も
早
く
、
鮮
魚
へ
の
餌
つ
け
を
進
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
親
や
仲
間
の
ア
シ
カ
の
真
似
を
す
る

こ
と
で
餌
つ
き
が
進
む
だ
ろ
う
。

「
よ
し
、
僕
が
親
の
真
似
し
て
見
せ
る
」

三
角
飼
育
員
は
ァ
ジ
を
口
に
唾
え
マ
サ
ル
に
見
せ
る
。

口
の
中
へ
も
押
し
こ
む
。
す
ぐ
吐
き
だ
す
マ
サ
ル
に
繰
り

返
し
て
餌
つ
け
の
特
訓
を
続
け
る
こ
と
－
週
間
。

「
あ
っ
食
べ
た
／
」

す
る
り
と
最
初
の
ア
ジ
を
確
か
に
食
べ
た
と
き
の
感
激

が
忘
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
彼
は
三
角
勝
利
（
四
十
歳
）
。

こ
こ
に
い
た
っ
て
「
こ
の
甘
え
ん
坊
ア
シ
カ
、
マ
サ
ル
（
勝
）

と
名
づ
け
よ
う
」

飼
育
第
二
班
総
員
一
致
で
あ
っ
た
。

五
月
一
日
、
マ
サ
ル
は
三
十
キ
ロ
。
隔
離
以
来
十
六
キ

ロ
増
え
、
二
倍
に
肥
り
一
日
九
十
匹
の
ア
ジ
を
一
気
に
平

ら
げ
て
い
る
。
次
の
試
練
は
親
に
戻
す
時
だ
。

●
亀
井
一
成
ア
ー
ー
マ
ル
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

動
物
園
飼
育
日
記
の
加
頁
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
版
）
に
亀
井
一
成
の
サ
イ
ン
を
入
れ

て
、
５
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
〒
６
５
０
神
戸
市
中
央
区

東
町
１
１
３
の
１
大
神
ピ
ル
９
階
月
刊
神
戸
っ
子
「
動
物
園
飼
育
日
妃
」
係
ま
で

葉
書
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

１
１２０
１
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こんにちは赤ちゃん

伊藤洋平くん／東灘区森南町
ママのそばへ、ヨイショ、ヨイショ…。

（１年前のスナップより）
完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

墓柿沼産婦人科墓柿沼産婦人科

芦屋市大析町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

壷芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

格安航空券
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ヨーロッパ茎1 4 5 , 0 0 0 より
アメリカ￥ 1 4 5 , 0 0 0 より
韓 国茎４４，０００より
台 北￥６７，０００より
シンガポール要1 0 6 , 0 0 0 より
バンコック薯８３，０００より
香 港￥６２，０００より
ミア ラ要５９，０００より
インド￥ 1 7 9 , 0 0 0 より
オーストラリア害2 9 3 , 0 0 0 より

日本発の往復料金です

南米・中近東世界一周のチケットもあります

蓉圃鯛蕊難繰……
〒6 5 1 神戸市中央区琴緒町5 - 3 - 5 グリーンシヤポ－２Ｆ
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１
１２２
１

中
島
そ
れ
い
い
で
す
ね
。

ノ
．
こ
こ
に
出
て
る
？
日
広
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
。

中
島
出
て
な
い
で
す
よ
。
そ
ん
な
ん
出
し
て
な
い
。

ノ
コ
（
笑
）
そ
う
か
。

中
島
虫
眼
鏡
持
っ
て
き
ま
し
ょ
か
。

ノ
コ
よ
う
こ
ん
な
小
さ
い
字
書
く
な
と
思
う
わ
。

中
島
（
笑
）
書
い
て
な
い
で
す
よ
。
写
植
で
す
よ
、
こ
れ
は
。

ノ
コ
ウ
ー
ン
、
そ
う
か
。
理
屈
や
、
そ
ん
な
も
ん
。
こ
う
い
う

の
、
私
、
眼
鏡
と
ら
な
い
と
見
え
な
い
の
。
老
眼
っ
て
い
う
の
か

ね
、
こ
れ
は
。

中
島
さ
あ
Ｉ
。
僕
は
加
歳
ぐ
ら
い
か
ら
近
視
、
乱
視
で
す
か
ら

ね
。
こ
の
前
、
眼
鏡
こ
わ
し
た
ん
で
、
別
の
眼
鏡
の
ツ
ル
を
つ
け

た
ん
だ
け
ど
、
す
ぐ
落
ち
る
か
ら
、
し
ば
ら
く
か
け
な
い
で
い
た

ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
、
枠
が
な
い
と
不
安
な
ん
で
す
よ
。

ノ
コ
不
安
や
ね
え
。

中
島
加
歳
ぐ
ら
い
か
ら
か
け
て
い
る
と
、
視
界
の
中
に
枠
が
な

い
と
、
お
か
し
い
ん
で
す
。

ノ
コ
で
も
、
眼
鏡
と
っ
た
方
が
か
わ
い
ね
え
。

中
島
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。

ノ
コ
ジ
ュ
リ
ー
み
た
い
な
眼
、
し
て
る
ん
だ
ね
。

中
島
よ
く
言
わ
れ
ま
す
ね
。

ノ
コ
ね
、
す
ご
く
よ
く
似
て
る
。
眼
鏡
か
け
て
た
ら
、
そ
の
い

い
と
こ
、
全
然
わ
か
ん
な
い
じ
ゃ
な
い
。
あ
あ
そ
う
か
、
そ
う
い

ラ
ジ
オ
〃
月
光
通
信
″
そ
し
て
最
近
出
版
し
た
「
頭
の
中
が
カ

ュ
い
ん
だ
」
な
ど
若
者
世
界
に
大
人
気
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
中
島

ら
も
さ
ん
と
ノ
コ
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
が
飛
び
交
う
ひ
と
と
き
。

☆
よ
そ
の
世
界
に
首
を
つ
っ
こ
む
の
は
楽
し
い
も
ん
で
す
。

ノ
コ
最
近
、
人
の
分
野
に
ま
で
入
っ
て
き
て
い
る
の
ね
。

中
島
あ
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
。
好
き
な
ん
で
す
、
そ
う
い
う
の
。

ノ
コ
好
き
な
の
。

中
島
広
告
屋
で
し
よ
、
要
す
る
に
。
そ
う
す
る
と
飽
き
る
ん
で

す
。
飽
き
る
し
、
広
告
っ
て
ス
ポ
ン
サ
ー
が
い
て
、
す
ご
く
気
を

つ
か
い
ま
す
し
、
媒
体
の
テ
レ
ビ
局
と
の
板
ば
さ
み
で
ね
。
よ
そ

の
世
界
を
見
る
と
す
ご
く
よ
く
見
え
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
ど
う

し
て
も
首
を
つ
っ
こ
み
た
く
な
る
。
お
も
し
ろ
い
で
す
け
ど
ね
、

人
の
商
売
と
い
う
の
は
。

ノ
コ
そ
れ
で
、
お
し
ゃ
べ
り
し
出
し
て
、
楽
？

中
島
い
い
え
（
笑
）
油
汗
出
ま
す
よ
。

ノ
コ
日
広
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
て
い
う
の
は
知
ら
な
い
な
あ
。

中
島
そ
り
や
あ
、
小
ち
や
い
で
す
も
ん
。

ノ
コ
そ
う
、
堂
々
と
言
わ
れ
る
と
返
事
の
し
ょ
う
が
な
い
け
ど
、

こ
の
前
エ
ッ
セ
イ
見
た
と
き
に
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
同
じ
手
帳
使
っ

て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
た
。
こ
ん
な
手
帳
じ
ゃ
な
い
の
。

中
島
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
も
っ
と
薄
い
。

ノ
コ
ホ
テ
ル
、
劇
場
、
ホ
ー
ル
、
製
作
会
社
、
広
告
代
理
店
、

全
部
書
い
て
あ
る
の
よ
れ
。

小山乃里子の
華麗なる男のｲﾝﾀビｭｰ

マ
ス
ク
が
か
ぶ
れ
た
ら

安
心
で
き
る
訓

串
串
，
亘
勾
Ｆ
ワ
聖
ｂ
八
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
－
Ｖ

■
第
冊
回
■
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可藤

う
の
で
女
の
子
ひ
っ
か
け
る
ん
だ
、
眼
鏡
ち
ょ
っ
と
と
っ
て
。

中
島
そ
ん
な
ア
ホ
な
こ
と
し
ま
せ
ん
よ
。

ノ
コ
イ
ヤ
イ
ヤ
イ
ヤ
、
そ
れ
に
違
い
な
い
。

中
島
加
歳
ぐ
ら
い
の
時
、
対
人
恐
怖
症
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
ほ
と

ん
ど
人
と
し
ゃ
べ
れ
な
い
と
い
う
か
、
今
で
も
あ
ん
ま
り
し
ゃ
べ

れ
て
な
い
で
し
よ
。

ノ
コ
イ
ャ
、
十
分
よ
（
笑
）

中
島
仕
事
と
か
し
だ
し
て
、
か
な
り
治
っ
た
ん
で
す
。
今
で
も

眼
鏡
か
け
て
る
と
、
あ
ま
り
目
を
見
ら
れ
て
な
い
と
思
っ
た
ら
安

心
な
ん
で
す
ね
。
マ
ス
ク
と
か
か
ぶ
れ
る
と
も
っ
と
安
心
な
ん
で

す
け
ど
…
。
精
神
科
医
も
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

ノ
コ
あ
ん
ま
り
つ
き
あ
い
な
い
け
ど
ね
。

中
島
会
社
入
っ
て
、
一
年
く
ら
い
何
も
す
る
こ
と
な
い
ん
で
す

よ
。
そ
し
た
ら
う
つ
病
に
な
る
ん
で
す
ね
。
電
信
柱
か
ら
次
の
電

信
柱
ま
で
歩
け
な
く
て
、
こ
れ
は
何
ん
ぽ
何
ん
で
も
お
か
し
い
か

ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
行
っ
た
ら
、
朗
ら
か
な
医
者

が
い
た
ん
で
す
。
頭
の
て
つ
ぺ
ん
か
ら
爪
先
ま
で
調
べ
て
、
病
気

か
ど
う
か
確
か
め
た
ら
何
も
な
か
っ
た
。
そ
し
た
ら
〃
あ
な
た
は

鶏霞鍵箪

鍵 り
っ
ぱ
な
う
つ
病
で
す
。
で
も
あ
の
ゲ
ー
テ
だ
っ
て
う
つ
病
だ
っ

た
ん
だ
″
と
か
言
っ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
が
う
つ

病
で
も
、
僕
何
も
関
係
な
い
で
し
よ
（
笑
）
。

ノ
コ
そ
う
や
ね
。
（
笑
）
り
っ
ぱ
な
う
つ
病
か
。
で
も
気
が
楽

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
お
医
者
さ
ん
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た
ら
。

中
島
楽
に
な
り
ま
し
た
ね
。
正
体
わ
か
る
と
、
わ
り
と
気
は
楽

に
な
り
ま
す
ね
。
何
に
も
考
え
ず
に
、
ポ
ー
ッ
と
し
て
る
の
が
幸

せ
で
す
ね
。

☆
光
を
背
に
、
ま
ず
は
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
で
始
め
る
の
が
コ
ッ

ノ
コ
・
ヘ
ン
ネ
ー
ム
は
ど
こ
か
ら
。

中
島
羅
門
光
三
郎
、
と
い
う
俳
優
さ
ん
が
い
ま
し
て
。

ノ
コ
か
な
り
古
い
で
し
ょ
う
。

中
島
親
父
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。
好
き
だ
っ
た
と
い
う
よ

り
、
京
都
の
撮
影
所
に
行
く
と
、
お
姫
様
女
優
の
人
が
い
て
、
悪

ガ
キ
が
ワ
ァ
ー
と
取
り
囲
ん
で
い
て
、
ワ
ア
ワ
ア
言
っ
て
た
ら
、

横
に
変
な
お
じ
さ
ん
が
い
る
ん
で
す
。
子
供
っ
て
冷
酷
で
し
よ
、

〃
お
っ
ち
ゃ
ん
は
誰
や
″
っ
て
聞
い
た
ら
〃
ワ
シ
は
羅
門
光
三
郎

と
い
う
役
者
だ
″
っ
て
答
え
た
。
そ
の
話
が
お
か
し
か
っ
た
か

溌蕊蕊蕊霞鵜蕊

｢ 油汗を流しながらのＤＪですね｡ 」と中島らもさん

蕊静

！
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ノ
コ
の
一
言
今
を
と
き
め
く
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
最
初
会
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
繊

細
で
無
口
で
、
は
っ
き
り
言
っ
て
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
心

配
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
時
間
が
き
て
も
話
が
終
わ
ら
な
い
。
そ
れ
ぐ
ら
い
話
題
が
豊

富
な
人
だ
っ
た
。

か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
〃
先
祖
参
り
は
親
子
の
緋
″
っ
て
書
い
て

あ
っ
て
、
要
す
る
に
コ
ピ
ー
ま
で
考
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ
れ

は
困
り
ま
し
て
ね
。
お
坊
さ
ん
も
人
の
職
場
を
荒
ら
す
時
代
で
す

か
ら
。
で
も
ジ
ャ
ズ
坊
主
と
か
い
た
ら
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
ベ

ー
ス
と
か
鳴
ら
し
な
が
ら
説
教
し
て
。

ノ
コ
（
笑
）
ん
、
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
は
何
か
合
い
そ
う
だ
ね
。
シ

ャ
レ
て
る
ね
。

中
島
シ
ャ
レ
て
ま
す
か
。

ノ
コ
そ
う
思
う
け
ど
ね
。

中
島
で
も
、
そ
う
い
う
と
こ
の
お
墓
買
い
ま
す
？

ノ
コ
（
笑
）
い
い
じ
ゃ
な
い
。
ジ
ャ
ズ
大
好
き
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ

ら
、
そ
の
ま
ま
と
っ
た
ん
で
す
。

ノ
コ
あ
’
そ
う
。

中
島
そ
し
た
ら
、
そ
の
羅
門
光
三
郎
も
、
む
こ
う
の
ラ
モ
ン
ナ

バ
ロ
と
い
う
役
者
か
ら
と
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

ノ
コ
こ
れ
ま
で
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
ど
ん
な
広
告
？

中
島
一
時
、
お
墓
の
広
告
や
っ
て
い
ま
し
て
、
あ
れ
は
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
よ
。

ノ
コ
お
墓
の
広
告
が
。

中
島
霊
園
と
い
う
の
は
た
い
て
い
大
き
な
お
寺
が
や
っ
て
い

て
、
そ
こ
に
え
ら
い
管
長
さ
ん
が
い
る
か
ら
揮
革
を
し
て
も
ら
い

に
行
っ
て
「
真
剣
一
怒
」
と
か
カ
ッ
コ
い
い
の
を
書
い
て
く
れ
る入社したての頃はよく靭公園をウロウロしましたね

４
１
２
１
１

り
読
経
の
か
わ
り
に
ブ
ン
ブ
ン
や
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
ね
。
反
対

す
る
人
い
な
い
と
思
う
よ
。

中
島
お
墓
の
話
を
し
て
る
と
、
だ
ん
だ
ん
暗
く
な
っ
て
き
ま
す

ね
。
で
も
お
墓
だ
と
い
っ
て
暗
く
な
っ
て
は
い
け
な
い
の
が
広
告

で
し
よ
。
Ｔ
Ｖ
で
墓
石
が
立
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
ギ
ィ
ー
と
後
へ

下
が
る
と
、
三
角
巾
み
た
い
な
の
を
つ
け
て
青
い
顔
し
た
男
が
ヌ

ー
ッ
と
出
て
き
て
〃
こ
ん
な
エ
エ
と
こ
お
ま
へ
ん
で
″
っ
て
い
う

の
を
考
え
た
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
持
っ
て
い
け
な
い
ん
で
す
。

ノ
コ
（
笑
）
そ
や
ろ
ね
。

中
島
朗
ら
か
な
気
持
ち
に
は
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

ノ
コ
（
笑
）
〃
は
よ
う
い
な
は
れ
、
あ
ん
た
も
″
言
う
て
。

中
島
大
体
、
広
告
作
る
時
は
、
そ
う
い
う
言
っ
ち
ゃ
い
け
な
い

事
か
ら
入
る
ん
で
す
。
鉄
筋
住
宅
な
ん
か
は
〃
家
は
焼
け
て
も
柱

は
残
る
″
と
か
ね
。
名
コ
ピ
ー
で
し
ょ
う
（
笑
）

ノ
コ
（
笑
）
ウ
ー
ン

中
島
Ｃ
Ｍ
で
５
本
ぐ
ら
い
持
っ
て
い
く
と
、
１
本
は
当
て
馬
が

あ
る
ん
で
す
よ
。
〃
家
は
焼
け
て
も
…
″
み
た
い
に
キ
ッ
く
な
く

て
も
、
そ
の
場
を
な
ご
や
か
に
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
を
出
し
と
い

て
冗
談
は
さ
て
お
い
て
、
本
命
ま
い
り
ま
す
。
と
い
く
ん
で
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
会
議
だ
と
、
円
卓
で
は
社
長
の
側
に
す
わ
れ
、
と

か
、
光
を
背
に
し
て
立
て
と
か
ね
（
笑
）
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
。

ノ
コ
（
笑
）
後
光
が
さ
す
。
な
る
ほ
ど
ね
。

中
島
一
度
考
え
た
ん
で
す
よ
、
自
動
演
出
機
と
い
う
の
を
。
背

中
に
い
る
ん
な
も
の
背
負
っ
て
て
、
ド
ア
を
開
け
る
と
共
に
、
ラ

イ
ト
が
カ
ア
ー
ッ
と
つ
い
て
ス
モ
ー
ク
が
流
れ
出
し
、
レ
ー
ザ
ー

光
線
が
飛
び
交
っ
て
。
こ
れ
を
〃
新
入
社
員
の
必
須
ア
イ
テ
ム
〃

で
売
り
出
し
て
、
入
社
一
日
目
に
社
長
室
に
行
っ
て
こ
れ
を
や
っ

て
〃
今
度
入
っ
た
中
島
で
す
″
と
い
っ
て
印
象
づ
け
る
。
一
日
で

ク
ピ
で
し
ょ
う
ね
。

ノ
コ
ま
あ
、
そ
や
ろ
ね
。

Ａ
大
阪
・
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ピ
ウ
ム
に
て
Ｖ
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華やかに女流作家７人

鍵識125

M:11蕊1m;震
☆
メ
ア
ー
リ
ヒ
ト
ク
ラ
ブ
誕
生

言
。
耳
属
。
再
ｌ
も
っ
と

光
を
。
ゲ
ー
テ
の
死
際
の
言
葉

を
会
名
に
し
た
一
風
変
わ
っ
た

会
が
発
足
し
、
（
４
月
辿
日
、
生

田
神
社
会
館
に
お
い
て
創
立
総

会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
）
〃
言
い

出
し
べ
え
″
に
は
上
村
一
郎

（
㈱
う
え
む
ら
）
、
加
藤
隆
久

（
生
田
神
社
）
、
角
田
嘉
宏
（
弁

理
士
）
、
伊
達
宗
隆
（
真
福
寺
）
、

西
村
隆
治
（
沢
の
鶴
㈱
）
、
松
井

高
男
（
神
戸
芸
術
文
化
会
議
）
、

松
田
耕
治
（
ド
イ
ツ
商
事
㈱
）
、

松
本
巧
（
㈱
串
乃
家
）
の
８
名
。

光
輝
く
未
来
に
向
か
い
、
遊

光
精
神
に
徹
し
て
、
明
る
く
自

由
な
社
会
の
実
現
が
目
的
。
自

ら
光
る
者
、
ヒ
カ
リ
族
こ
そ
先

進
民
族
で
あ
る
と
誇
り
に
し
て

い
る
人
ば
か
り
。
会
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
神
戸
の
ユ
ー
モ
ア
と

知
性
溢
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
、

そ
の
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
賑
か

に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

湧きに湧いたチャリティーナイトショー

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

議ｆ §

ヒカリ族の明日に向かって

= 基・‘

卯
月
玲
子
、
谷
村
玲
三
郎
、
石

井
亮
一
、
高
橋
孟
さ
ん
ら
多
彩

な
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。

☆
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
ク
ラ
ブ

２
周
年
を
迎
え
る

北
野
町
の
異
人
館
通
り
に
あ

る
〃
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
ク
ラ
プ
″

が
二
周
年
を
迎
え
て
記
念
パ
ー

テ
ィ
を
、
オ
ー
ナ
ー
の
打
間
奈

津
子
さ
ん
が
感
謝
の
気
持
を
こ

め
て
五
月
八
日
午
後
七
時
よ
り

開
催
し
、
約
八
十
名
が
集
っ
た
。

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
ク
ラ
ブ
の
自

慢
の
メ
ニ
ュ
ー
と
ス
テ
！
ジ
演

奏
そ
し
て
最
近
ラ
ジ
オ
関
西

〃
打
間
奈
津
子
の
さ
わ
や
か
ト

ー
ク
″
（
毎
日
曜
日
午
後
八
時
）

で
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
始
め

た
彼
女
の
近
況
と
事
業
報
告
を

披
露
。
ガ
ッ
シ
と
ア
イ
デ
ア
と

サ
ー
ビ
ス
精
神
ゆ
た
か
な
打
間

さ
ん
の
面
目
躍
如
。
長
島
隆
、

角
田
嘉
宏
さ
ん
ら
に
、
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
々
も
多
か

っ
た
。

騨溌
☆
〃
棄
明
の
女
た
ち
″
の

出
版
記
念
会
に
集
う

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の

近
代
梨
明
期
に
、
時
代
を
先
が

け
て
生
き
た
辰
馬
き
よ
（
村
尾

恵
美
）
鈴
木
よ
れ
（
島
京
子
）

神
中
糸
子
（
田
中
ひ
な
子
）
富

井
於
菟
（
駒
井
妙
子
）
野
口
ゆ

か
（
柏
木
薫
）
寺
島
ノ
ブ
ヘ
・

大
野
悦
子
（
芝
野
慶
子
）
城
ノ

ブ
（
桜
井
利
枝
）
兵
庫
の
女
た

ち
八
人
を
七
人
の
女
流
作
家
が

綴
っ
た
〃
梨
明
の
女
た
ち
〃
（
神

戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
）
の

出
版
記
念
会
が
、
四
月
二
十
五

日
午
後
四
時
よ
り
兵
庫
県
教
育

会
館
で
開
か
れ
た
。
小
島
輝
正

さ
ん
は
「
仕
事
に
生
き
た
先
達

の
女
た
ち
を
見
る
と
、
ど
う
も

野
郎
は
女
の
仕
事
に
は
邪
魔
の

よ
う
。
現
代
、
男
と
女
は
対
等

に
実
力
で
勝
負
す
る
時
代
。
こ

れ
か
ら
が
日
本
の
男
と
女
の
夜

明
け
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
河
上

民
雄
、
丸
川
栄
子
、
藤
木
明
子
、

'ぜ｡

;露営
豊福守

オーナーの打間さんを中心に

…-霞i露蝋灘
B

蕊

舌[

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
二
丁
目
六
ノ
五

（
バ
ビ
ロ
ン
有
阪
Ｋ
Ｋ
）
カ
サ
プ
ラ
ン

カ
ク
ラ
プ
倉
２
４
１
１
０
２
０
０

☆
ト
ム
。
キ
ャ
ン
テ
ィ

鯛
周
年
の
集
い

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
－
Ｆ
で

頑
張
る
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
イ
の

榊
晴
夫
さ
ん
が
、
四
月
二
十
三

日
創
業
認
周
年
、
ト
ム
・
キ
ャ

ン
テ
ィ
５
周
年
記
念
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ナ
イ
ト
を
開
い
て
大
盛

況
。
榊
さ
ん
の
好
き
な
〃
レ
モ

ン
〃
を
テ
ー
マ
に
午
後
六
時
か

ら
最
初
は
サ
ン
ト
リ
ー
の
出
前

え
寄
席
。

く
つ
わ
と
も
こ
さ
ん
、
堀
郁

子
さ
ん
、
森
哲
也
さ
ん
、
滝
え

り
子
さ
ん
、
麻
烏
千
穂
さ
ん
、

上
平
田
裕
子
さ
ん
、
湯
井
一
葉

さ
ん
、
近
衛
真
理
さ
ん
、
松
本

幸
三
、
田
淵
幸
三
、
矢
野
正
文

ト
リ
オ
な
ど
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

た
ち
に
、
マ
ジ
ッ
ク
を
福
岡
康

年
、
浅
田
士
星
彦
さ
ん
〃
動
の
書
″

の
望
月
美
佐
さ
ん
ら
が
加
わ
り

そ
の
他
に
は
飛
び
入
り
で
、
お

客
さ
ん
達
は
深
夜
ま
で
大
喜

び
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
売
上
げ
を

映
画
記
念
碑
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

、
３
部
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鴬 鱗慧蕊鍵鴬Ⅵ，齢F 狩
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